
～アフリカ（29カ国）～

アンゴラ
ベナン
ブルキナファソ
ブルンジ
カメルーン
カーボヴェルデ
中央アフリカ

マダガスカル
マラウイ
モーリシャス
モザンビーク
ナミビア
ナイジェリア
ルワンダ

チャド
コンゴ民主共和国
コンゴ共和国
コートジボワール
ガーナ
ギニアビサウ
ケニア

セネガル
南アフリカ
タンザニア
トーゴ
ウガンダ
ザンビア
ジンバブエ

～ヨーロッパ（17カ国）～

アルメニア
アゼルバイジャン
グルジア
イタリア（サルジニア島に限る）※３

ロシア
ウクライナ
ベラルーシ

リトアニア
ポーランド
ラトビア
エストニア
モルドバ
チェコ
ルーマニア

※１ 出典：ＯＩＥ 等 ※２ 日本においては、これまで本病は確認されていない。
※３ 我が国は、イタリアについては、サルジニア島のみ非清浄地域に指定。 ※４ 更新点：カンボジアの追加

アフリカ豚コレラの発生状況 2019年５月13日現在

＝2005年以降OIE等に発生通報のあった国/地域

マリ ハンガリー
ブルガリア
ベルギー

～アジア（5カ国）～

中国
モンゴル
ベトナム
カンボジア
香港
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2014年以前の主な発生地域

推定される拡大ルート

ラトビア
（2014年6月～）

アゼルバイジャン
（2008年1月）

アルメニア
（2007年8月）

ジョージア
（2007年4月）

2014年以後の主な発生地域

ウクライナ
（2012年7月～）

モルドバ
（2016年10月～）

2019年5月13日現在
出典：OIE情報等

2014年～

2009年～

2014年～

ベラルーシ
（2013年6月～）

リトアニア
（2014年1月～）

ロシア連邦
（2007年11月~）

チェコ
（2017年6月～）

ポーランド
（2014年2月～）

エストニア
（2014年9月～）

2007年～
ルーマニア
（2017年7月～）

ユーラシア大陸におけるアフリカ豚コレラの発生拡大状況（2007年～）

2007年
アフリカから侵入

2017年 ３月 イルクーツク州
10月 クラスノヤルスク地方

ハンガリー
（2018年4月～）

2009年～

2017年 ７月 オムスク州
10月 チェリャビンスク州
11月 チュメニ州

ヤマロ・ネネツ自治管区

ブルガリア
（2018年8月～）

ベルギー
（2018年9月～）

2009年～

モンゴル （2019年1月~）

中国 （2018年8月~）

ベトナム （2019年2月~）

カンボジア （2019年3月~）

香港 （2019年5月~）
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アジアにおけるアフリカ豚コレラの発生状況

新疆ウイグル自治区

江西
省

雲南省

チベット自治区

甘粛省

青海省

貴州省

四川省

江蘇省

広東省

海南省

広西チワン族
自治区

内蒙古自治区

香
港

天津市

澳
門

河北省
山西省

河南省

湖北省

重慶市

安徽省

浙江省

山東省

吉林省

黒龍江省

遼寧省

湖南省

陕西省

福建省

モンゴル

寧夏
回族
自治
区

初発生：2018年8月3日
発生：143農場、4施設、7村、1車両
最新の発生：海南省
豚、いのしし飼養頭数：約4億3500万頭

ベトナム

2019年５月12日現在

初発生：2019年1月9日
発生数：11農場
豚、いのしし飼養頭数：約3万1900頭

中国

計 （中国） 156か所（143農場、4施設、7村、1車両）（野生いのしし1か所）（22省、5自治区、4直轄市）
（ベトナム） 211か所（211村）（21省、2直轄市）
（モンゴル） 11か所（11農場）（6県）
（カンボジア） 7か所（1農場、6村）（1州）
（香港） 1か所（1施設）

：2018年8月以降発生があった国、地域

：アフリカ豚コレラ発生地点

：アフリカ豚コレラ発生後、
疫区の封鎖が解除された地点

：野生いのししにおける
アフリカ豚コレラ発生地点

カンボジア

初発生：2019年2月1日
発生数：211村
豚、いのしし飼養頭数：約2740万頭

初発生：2019年3月22日
発生数：1農場、6村
豚、いのしし飼養頭数：約193万頭

※ 中国当局、OIE報告等の情報を元に作成

発生日：OIE報告による発生が確認された日

飼養頭数：FAO統計(2017)による

香港

初発生：2019年5月10日
発生数：1施設（と殺場）
豚、いのしし飼養頭数：約16万頭
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①人・物・車両によるウイルスの持込み防止
・衛生管理区域、豚舎への出入りの際の洗浄・消毒の徹底
・衛生管理区域専用の衣服、靴の設置と使用の徹底
・人・物の出入りの記録
・飼料に肉を含み、又は含む可能性があるときは、あらかじめ

摂氏70度・30分間以上又は摂氏80度・３分間以上の加熱処理を徹底

②野生動物対策
・飼料保管場所等へのねずみ等の野生

動物の排せつ物の混入防止
・豚舎周囲の清掃、整理・整頓
・死亡家畜の処理までの間、野生動物

に荒らされないよう適切に保管

予防対策の重要ポイント

豚舎

【衛生管理区域】

車両消毒

専用の服や靴の使用

消毒の実施

壁や金網の破損修繕

消石灰帯の設置

野生動物侵入防止
（例：フェンス設置）

死亡家畜の適切な保管
（例：コンテナ保管）

野生動物侵入防止
（例：ネット設置）
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１ 基本的考え方

(1) 2000年、2010年と口蹄疫が発生したが、日本は、豚コレラ、口蹄疫のアジア唯一の清浄国（豚
コレラについては、昨年9月、２６年ぶりに発生が確認され、現在、保留中）。また、近年、欧州
で拡大しているアフリカ豚コレラが昨年８月、アジアに初めて中国で確認され、本年１月にはモン
ゴル、２月にはべトナム、３月にはカンボジアで確認。

(2)アジアで活発な流行がみられる中で国際的な人や物の往来が増加していることから、今後も我が国
に越境性疾病が侵入する危険性は高く、国際空港・海港における水際での検疫を強化する一方で、
国内では侵入する可能性があるという前提に立ち、国、都道府県、畜産農家など関係者が連携・協
力して、実効ある防疫体制を整備することが必要。

越境性疾病の侵入防止策について
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2 国内への侵入防止策
(1)広報活動の強化

・中国国内SNS（Weibo等）ベトナム国内SNSなどに情報発信
・中国便、ベトナム便で機内アナウンスを実施（中国便は全便数のうち約９割）
・広報ポスターの掲示（３年以下の懲役又は100万円以下の罰金を明示）

(2)畜産物の持込みの取締
・検疫探知犬による探知活動
・職員による質問（通訳を配置）
・税関と連携した旅客の携帯品検査の強化

(3)船舶・航空機の食品残渣の適切な処理の指導（全167処理業者）

3 国内における侵入防止策
(1)春と秋に都道府県防疫担当職員を参集し、越境性疾病の情報、

対策のポイント等を共有
(2)飼養衛生管理基準の遵守の徹底

・人や車、物の出入りに際しての畜舎、飼料倉庫、たい肥舎等、特に衛生的な管理が必要となる
衛生管理区域を設定し、洗浄、消毒の徹底

・また、直接、越境性疾病の侵入防止を目的とするものとして、
- 過去1週間以内に海外から入国し、又は帰国した者は、衛生管理区域に立ち入らせないこと
- 生肉を含む可能性がある食品循環資源を飼料として給与する場合、70度以上で30分間以上
など加熱処理すること

を指導。

広報ポスター

検疫探知犬による探知活動

越境性疾病の侵入防止策について
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